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菅
原
範
夫
著

『
掛

けu
dノ

噌
材

中
世
国
語
の

研
究』

2001・9・29)

本
書
の
序
文
は
小
林
芳
規
氏
の
手
に
な
る 。
そ
こ
に
お
い
て 、
氏
は 、
「
室

町
時
代
末
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
を
核
と
し
て 、
こ
れ
と
時
代
の
上
で
前
後

す
る
圏
内
文
献
資
料
か
ら
照
射
し
て 、
そ
の
言
語
的
特
性
を 、
表
記・
文
法・

語
象・
文
体
の
注
目
すべ
き
事
象
の
二・
三
を 、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て 、

史
的
位
置づ
け
を
意
図
し
つ
つ
解
明
し
よ
う
と
し
た
意
欲
作
で
あ
る」
と
推

奨
し
て
お
ら
れ
る
が 、
大
学
院
以
来
著
者
菅
原
氏
を
薫
陶
さ
れ
て
来
た
恩
師

の
総
評
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
響
き
を
持っ
て
い
る 。

本
書
の
構
成
は 、
こ
の
序
文
の
あ
と 、

序
章

第一
章
平
仮
名
表
記
の
規
範

第一
節
室
町
時
代
の
平
仮
名
資
料
に
見
ら
れ
る一
表
記
法
l|入声音・促

音表記を中心として
||

第二
節
大
蔵
流
狂
言
資
料
に
見
ら
れ
る
平
仮
名
用
字
法
の
諸
相

第二
章
表
記
に
反
映
し
た
筆
記
者
の
特
性

第一
節
梅
沢
本
に
見
ら
れ
る
『
栄
花
物
語』
の
成
立・
転
写
の
様

相||

表記・立口使形の
特徴を中心にして
llt
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第
節

第
節

第
四
節

第
五
節

第
三
章

第一
節

第二
節

林

千

草

『
日
葡
辞
書」
の
引
用
文
に
お
け
るロ
ーマ

字
綴
り
の
改
変に
つ

い
て

キ
リ
シ
タ
ン
版ロ
ーマ

字
資
料
の
表
記
と
読
み
||ローマ

字翻字

者との
関係から
ーー

国
立
国
会
図
書
館
蔵
古
活
字
版
「
伊
曽
保
物
語」
に
お
け
る
文

字
使
用
の
二
部
性

ま
と
め

『
平
家
物
語」
の
接
続
調
と
そ
の
継
承

延
慶
本
『
平
家
物
語』
の
接
続
詞

延
慶
本『
平
家
物
語」
の
地
の
文
の
展
開
||緩絞詞の用法に注目

して
ーーー

第三
節

第
四
節

第
五
節

第
四
章
推
量
表
現
の
変
遷

第一
節
延
慶
本
『
平
家
物
語」
の
「ム
ズ」

覚一
本
『
平
家
物
語」
の
接
続
調

天
草
版
『
平
家
物
語』
の
接
続
詞

ま
と
め



第二
節
『
太
平
記」
の
推
量
表
現

第
三
節
「
う
ず」
の
消
長

第
五
章
助
調
と
文
章
表
現

第一
節
『
太
平
記』
に
お
け
る
希
求・
懇
請
の
言い
方
に
つ
い
て
||終助

詞「かし」
の問法を
中むとして
||

第二
節
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
終
助
詞
「
か
し」

第
三
節
中
止
法
的
に
用い
ら
れ
る
助
詞
「
し」

第
六
章
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
漢
語

第一
節
『コ
ン
テ
ム
ツ
ス・
ム
ン
ヂ』
の
漢
語

第二
節
天
草
版
『
平
家
物
語』
と
原
拠
本
の
漢
語

第
七
章
文
献
の
性
質
と
言
語
事
象

第一
節
「
栄
花
物
語』
の
口
語
的
側
面

第二
節
古
紗
本
『
宝
物
集』
の
文
章
構
成
と
そ
の
文
体

||最明寺本と位

陵部本巻闘部分とを中心にして
||

「
平
家
物
語』
の
文
末
表
現

||党一
本と延慶本との相違について

第
節

第
四
節

終
章

既
発
表
論
文
と
の
関
係

あ
と
が
き

ま
と
め
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索

号|

の
ご
と
く
なっ
て
い
る 。

* 

本
書
の
書
名
『
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
を
視
点
と
す
る
中
世
国
語
の
研
究』
か

ら
受
け
る
イ
メ
ー

ジ
と 、
上
記
の
構
成(
目
次)
と
は
微
妙
なか
ず
れH
を
有

①

 

し
て
い
る 。
た
と
え
ば 、
第
七
章
で
「
対
象
と
し
た
文
献
は
直
接
キ
リ
シ
タ

ン
資
料
と
は
関
わ
ら
な
い
も
の」
(似
頁)
で
あ
る
し 、
第
六
章
以
外
は 、
キ

リ
シ
タ
ン
資
料
が
多
く

第二
節
以
降
で
扱
わ
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
こ
れ
ら

は 、
著
者
の
周
到
な
配
慮
と
研
究
の
軌
跡
の
か
も
し
だ
すハ
ー

モ
ニ
ー

な
の

で
あ
る 。

つ
ま
り 、

第
七
章
に
関
し
て
は 、
そ
の
第
四
節
ま
と
め
に
お
い
て 、
①
の

文
の
後 、「
し
か
し 、
文
献
の
性
質に
基
づ
い
て
言
語
事
象
を
理
解
し
よ
う
と

い
う
方
法
は 、
第
六
章
ま
で
に
お
い
て
基
本
的
に
取っ
て
来
た
方
法
で
あ
り 、

言
わ
ば 、
第
六
章
ま
で
に
取っ
た
方
法
が
他
の
文
献
の
研
究
に
お
い
て
も
共

通
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を 、
筆
者
の
方
法
と
し
て
実
践
し
た
も
の

で
あ
る」
と
記
さ
れ
る
背
景
が
あ
る
の
で
あ
り 、
梅
沢
本「
栄
花
物
語」・
延

慶
本『
平
家
物
諮』・「
太
平
記』
か
ら
考
察
に
入
る
の
も 、
「
圏
内
資
料
で
の

言
語
事
象
を
検
討
し 、
そ
の
知
見
の
上
に
立っ
て 、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
事

象
を
位
置づ
り
よ
う
と
す
る
方
法」
論(
序
章
日
頁) 、
お
よ
び 、
「一
つ
の

端
的
な
例
を
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
見
出
し 、
そ
れ
を
視
点
と
し
て
圏
内
資
料

を
検
証
す
る」(げ
頁)
と
い
う
方
法
論
か
ら
来
る
も
の
な
の
で
あ
る 。
氏
は 、

前
者
を
「
第一
番
目
の
方
法」 、
後
者
を
「
第二
番
目
の
方
法」
と
さ
れ
る 。

本
書
は 、
こ
れ
ら二
つ
の
方
法
の
絶
妙
な
るバ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る 。
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本
書
は 、
著
者
の
「
あ
と
が
き」
に
も
あ
る
よ
う
に 、
「
博
士
(
文
学)
の

学
位
論
文
に
補
訂
の
筆を
加
え
た
も
の」
で
あ
り 、
「
終
章」
と
し
て 、
各
章

の
要
約
が
成
さ
れ
て
い
る 。
そ
こ
で 、
本
稿
で
は 、
要
約
的
紹
介
は
省
き 、

直
接 、
内
容
に
触
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る 。

第一
章
第一
節(
以
下 、
一
・一
と
略
称)
は 、
節
題
に
「
キ
リ
シ
タ
ン
資

料」
と
い
う
語
が
見
え
な
い
が 、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の一
つ
『
貴
理
師
端
往

来』
(
資
料I)
の
平
仮
名
表
記(
入
声
音・
促音
表
記)
か
ら
入
り 、
「
第二
番

目
の
方
法」
が
見
事
に
結
実
し
た
形
と
なっ
て
い
る 。
つ
ま
り 、
次
な
る
調

査
資
料
で
あ
る 、

資
料
H
金
春
本
「
花
鏡」
(
永
享
九
〈一
四三
七V
年
貫
氏
筆)

資
料
m
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
舞
の
本『
あ
つ
も
り』

(
室
町
末
期
写)

に
お
い
て 、
「「
貴
理
師
端
往
来』
で
見
ら
れ
た
如
き 、
「
っ・
徒・
津」
な
ど

で
表
記
さ
れ
る
開
音
節〔
E)
と 、
入
声
音・
促
音
を
「
ツ」
で
書
き
分
り
る

表
記
法」
を
検
証
し 、
「
開
音
節
の
表
記
に
は
仮
名
「つ・
徒」
を 、
閉
音
節

の
表
記
に
は
「
ツ」
を
用い
る
と
い
う
仮
名
の
用
法
上
の
区
別
が
は
っ
き
り

と
存
在
し
て
い
た」
と
い
う
結
論
を
得 、
こ
の
よ
う
な
表
記
法
の
拡
が
り
を 、

資
料
W
広
島
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵「
天
神
之
御
本
地」
(
書
写者

不
詳 。
寛
永二
〈一
六二
五〉
年
写
の
奥
書を
持つ)

資
料
V
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
『
和
漢
通
用
集』

で
確
認
す
る 。
そ
し
て 、
「
こ
の
表
記
法
が
室
町
時
代
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
有

〔書

カ
な
表
記
法
と
し
で
あっ
た
こ
と
を
見
る
た
め
に 、
少
し
く

異
なっ
た
観
点

か
ら
文
献
を
検
討」
すべ
く 、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の一
つ
慶
長五
三
六
O

O〉
年
長
崎
版
『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん」
(
資
料引)
に
戻
る 。
そ
こ
で 、

「
七
O
%
以
上
の
入
声
音・
促
音
が
「
ツ」
で
表
記
さ
れ
て
い
る」
こ
と
を
再

確
認
し 、
「
後
の
時
代
の
文
献(
江
戸
時
代
の
文
献)」
(幻
頁)
と
し
て
大
蔵
流

狂
言
台
本
の
古
写
本
虎
明
本
と
虎
清
本
に
も
当
た
る(
資
料刊) 。
虎
清
本
の

曲
数
の
制
約
も
あっ
て 、
共
通
曲
数
は
八
番
と
少
な
い
の
で
あ
る
が 、
氏
は 、

そ
の
中
の
二
曲
を
対
照
比
較
す
る
こ
と
に
よっ
て
効
率
の
良い
結
果
を
得
ら

れ
て
い
る 。

同
虎
明
本・
虎
清
本
を
比
較
す
る
と 、
入
声
音・
促
音
の
表
記
は
よ
く一

致

す
る 。

川
そ
れ
に
反
し
て 、
ヅ
或い
は
開
音
節〔
E〕
の
表
記
は
大
き
く

異
な
る 。
つ

ま
り 、
虎
明
本
の
表
記
は
室
町
時
代
の
資
料
で
見
ら
れ
た
も
の
と
よ
く一

致
し 、
虎
清
本
は一
致
す
る
も
の
が
極
端
に
少
な
く
なっ
て
い
る 。

ω
虎
明
本
に
お
い
て 、
こ
の
入
声
音・
促
音
と
開
音
節〔
E〕
と
の
書
き
分
け

に
関
し
て
は
室
町
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
表
音
仮
名
遣
を
規
範と
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る 。

ω
虎
明
自
筆の
『
わ
ら
ん
ぺ
草』
に
見
ら
れ
る
表
記
法
と
比
較
す
る
と 、
的

の
書
き
分
け
は 、
虎
明
自
身
の
用い
る
通
常
の
表
記
法
と
は
異
な
る 。

川w
i

ω
の
点
は 、
第二
節
に
深
く
か
か
わ
る
も
の
で 、
こ
こ
の
主
眼
は 、

例
の
確
認
作
業
で
あっ
た 。

氏
は 、
「
お
わ
り
に」
に
お
い
て 、
「
入
声
音・
促
音
な
ど 、
謡
曲
で
「
呑

む」
「
ツ
ム
ル」
と
い
わ
れ
る
音
節
の
表
記
は
開
音
節〔
E〕
の
表
記
と
は
奥



な
り 、
「
ツ」
の
仮
名
で
表
記
す
る
と
い
う
表
記
法」
が
時
代
的
に
い
つ
ま
で

遡っ
て
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て 、
正
徹
筆『
徒
然
草」(
永
享三〈一
四
三一〉

年
写)
を
資
料
川
と
し
て
調
査
さ
れ
て
い
る
が 、
「
書
き
分
け
の
有
無
は
断
言

で
き
な
い」
(刊
貰)
と
さ
れ
る
も
の
の 、
『
花
鏡」
の
例
か
ら
し
て 、
「
少
な

く
と
も
永
享
頃
に
は
用い
ら
れ
た
表
記
法
で
あ
る」
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る 。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典』
の
記
述 、
土
井
忠
生・
岩
淵
悦
太
郎・
佐
々

木
峻
氏
の
論
を
契
機
あ
る
い
は
支
証
と
し
て
取
り
く
み
つ
つ
わ
か
り
や
す
く

書
か
れ
て
い
る
の
で 、
学
部
学
生
も
こ
れ
を
基
準
に
永
享
前
後
の
平
仮
名
表

記
資
料(
古
記
録・
書
簡・
和
歌な
ど)
を
独
自
に
調
査
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

っ
た 。
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一
・

二
は 、
大
蔵
流
狂
言
資
料
に
見
ら
れ
る
平
仮
名
用
字
法
の
諸
相
を
論

じ
た
も
の
で 、
〈
第一
表
虎
清
本
狂
言
平
仮
名
表〉
〈
第
三
表
虎
明
本

狂
言
仮
名
表〉
〈
第
五
表
「
わ
ら
ん
べ
草」
仮
名
表〉
が
ま
た 、
後
進
の

た
め
有
益
で
あ
る 。
こ
れ
ら
の
文
献
に
日
頃
よ
く
後
し
て
お
り 、
感
覚
的
に

捉
え
て
い
る
つ
も
り
に
なっ
て
い
た
評
者
な
ど 、
精
微
な
調
査
数
値・
細
部

分
析
を
前
に 、
襟
を
正
す
思い
で
あっ
た 。

第二
章
が
ま
た 、
面
白い 。
表
記
に
反
映
し
た
筆
記
者
や
翻
字
者
の
特
性

を
洗い
出
し 、
こ
の
書
に
は
何
人
が
関
わっ
て
い
る
と
割
り
出
し
て
い
く
の

で
あ
る
か
ら 、
推
理
小
説
を
読
む
感
が
す
る 。
二・一
に
お
け
る
梅
沢
本「
栄

花
物
語」
の
成
立・
転
写
の
様
相
の
解
き
明
か
し
も
興
味
深
かっ
た
が 、
何

と
言っ
て
も
評
者
の
関
心
の
あ
る『
日
葡
辞
書』・
天
草
版『
平
家
物
語』
『
サ

ン
ト
ス
の
御
作
業』
『ヒ
イ
デ
ス
の
導
師』
「コ
ン
テ
ム
ツ
ス・
ム
ン
ヂ」
『ス

ピ
リ
ツ
ア
ル
修
行』
に
つ
い
て
の
翻
字
者
の
人
数
推
定
(ニ・
二 、
二・
三)

は
圧
巻
で
あ
る 。
評
者
な
ど 、
こ
うい
う
場
合 、
や
み
く
も
に
調
査
項
目
数

かなめ

を
多
く
し
な
い
と
落
ち
つ
か
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
が 、
氏
は
要
と
な
る
ポ
イ

ン
ト
を
数
項
目
用
意
さ
れ 、
図
表
処
理
に
よ
り 、
ビ
ジュ
ア
ル
な
説
得
力
を

確
保
し
て
お
ら
れ
る 。
研
究
方
法
の
セ
ン
ス
の
良
さ
を
痛
感
す
る 。
な
お 、

推
定
人
数
は 、
本
稿
で
は
明
か
さ
な
い
こ
と
に
す
る 。
本
蓄
を
直
接
ひ
も
と

い
て 、
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で 、
学
問
的
ス
リ
リ
ン
グ
を
味
わっ
て
い
た

だ
き
た
い
か
ら
で
あ
る 。

二・
四
は 、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
古
活
字
版
「
伊
曽
保
物
語」
に
お
け
る

文
字
使
用
の
二
部
性
を
考
察・
証
明
し
た
も
の
で 、
天
草
版エ
ソ
ポ
物
語
と

の
対
照
上
よ
く
古
活
字
版
『
伊
曽
保
物
語」
は
使
う
も
の
の
翻
刻
本に
頼
り

が
ち
で
あっ
た
評
者
に
とっ
て 、
頂
門
の一
針
で
あっ
た 。
国
語
学・
日
本

語
学
を
言
語
文
化
に
ま
で
拡
げ
て
い
っ
た
時 、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー

チ
は

今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
思
う 。
版
本
と
なっ
た
抄
物
に
つ
い

て
は 、
土
井
洋一
・

鈴
木
博
氏
な
ど
の
言
及
が
あ
る
が 、
評
者
な
ど
も
と
り

く
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
分
野
で
あ
る
と 、
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
る
論

考
で
あっ
た 。

* 

第
三
章
は 、
延
鹿
本
『
平
家
物
語』・
覚一
本
『
平
家
物
語』
に
お
け
る
接

続
詞
を 、
前
者
「
読
み
本
系」
後
者
「
語
り
本
系」
と
い
う
特
性
に
沿い
つ

つ
整
理・
分
析
し
た
の
ち 、
天
草
版
『
平
家
物
語」
に
お
け
る
接
続
調
に
ま

で
考
察
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る 。
評
者
も 、
文
語
聞
書
抄
物
と
口
語
聞
書

抄
物
と
の
接
続
詞
に
お
け
る
対
照
を 、
「
抄
物
の
接
続
詞
ーーその有する性

絡|
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」
(『
国
語
と
国
文
学』
昭
和五
六
年五
月)
「
景
徐
聞
書
の
接
続
詞」
(『
国
語
語

設
史
の
研
究』
三
昭
和五
七
年五
月)「
文
語
聞
書
抄
物
の
接
続
詞」(「
国
文
学

言
語と
文
芸」
九三
号
昭
和五
七
年七
月)
な
ど
を
通
し
て
行
なっ
て
い
る
の

で 、
抄
物
の
接
続
詞
と
の
距
離
を
計
る
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
進
め
て
い
っ

た 。

評) r�リfJFZ中世国語の研究j

天
草
版
『
平
家
物
語』
よ
り
百
年
余
り
前
の
資
料
で
あ
る
吉
田
兼
倶
系
日

本
書
紀
聞
書
諸
本
で
は 、
非立日
便
形
の
ソ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
が 、
文
明
九
年
景
徐

聞
書
と
い
う
口
語
聞
書
抄
物
に一
例 、
兼
致
奥
書
本
I・

兼
致
奥
書
本
H
と

い
う
文
語
聞
書
抄
物
に一
例・
七
例
し
か
用
例
が
見
出
せ
な
い
状
態
か
ら
す

る
と 、
天
草
版『
平
家
物
語』
に
お
け
る
ソ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ一
四
例
の
使
用
は 、

た
し
か
に 、「
口
語
的
表
現
に
用い
る
接
続
詞
と
し
て
注
目
さ
れ
る」(
加
頁) 。

総
計一
四
例
の
う
ち 、
一
三
例
が 、
前
半
部(
巻四
第四
章ま
で)
に
出 、
残

る一
例
が
後
半
部
に
出
る
が 、
言
語
環
境
と
し
て
は 、
喜一
検
校
の
右
馬
丞

へ
の
語
り
か
け
の
強い
部
分
に
出
る
二
例
以
外
は 、
全
て
平
家
物
語
の
語
り

(
地
の
文)
の
用
例
と
な
る(
な
お 、
言
語
環
境
の
捉え
方が 、
氏と
評者と
は
若

干
異
な
る) 。
原
拠
本
の「
サ
レ
パ」
「
サ
レ
パ
ニ
ヤ」
「
カ
カ
リ
シ
カ
パ」「
放」

の
言い
換
え
と
し
て
の
も
の
が
四
例 、
残
り
は 、
口
訳
者ハ
ビ
ア
ン(
氏
は 、

ハ
ピ
ヤ
ン
表
記
を
主
体
に
さ
れ
つ
つ、
加
頁
な
ど
で
はハ
ピ
ア
ン
を
使
用)
が
独
自

に
加
え
た
も
の
で
あ
る 。
大
蔵
虎
明
本
狂
言
に
お
い
て
も 、
「
そ
の
事 、
目
の

あ
く

程
な
事
じ
ゃ
ほ
ど
に 、
お
地
蔵
の
は
か
ら
ひ
で 、
ひ
だ
る
う
も
な
し 、

引利引制寸
や
せ
も
せ
ぬ
物
で
あ
ら
ふ」
(か
は
か
み
臨
川
書
庖
刊
『駄誠一四

古
本
能
狂
言』二
術
頁)
「
某
が
山
の
か
み
が 、
こ
の
間
せ
つ
/\
い
と
ま
を
く

れ
ひ
と
申
せ
ど
も 、
御
ぞ
ん
じ
の
こ
と
く 、
あ
れ
が
か
せ
ぐ
に
よ
っ
て 、
莱

〔書

は
は
う
/\へ
ま
い
り
て 、
ゆ
る
/\
と
あ
そ
び
ま
ら
す
る 、
そ
れ
に
よ
っ

て 、
中
/\
い
と
ま
を
出
す
事
は
な
ら
ぬ
と
申
た
れ
は」(い
し
が
み
同
二

羽
1湖

頁)
な
ど 、
前
文
で
述べ
た
事
実
を
受
け
て
そ
の
事
実
か
ら
当
然
導
か

れ
る
帰
結
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で 、
同
時
代
の
他
の
口

語
文
献へ
の
言
及
が
ほ
し
かっ
た
よ
う
に
思
う 。

* 

第
四
章
は 、
中
世
に
お
け
る
推
量
表
現
の
変
遷
を
「
ム
ズ」
(「ウ
ズ」)
を

中
心
に
関
連
表
現
も
合
わ
せ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る 。
日
頃
気
に
は
な
り

つ
つ 、
な
か
な
か
手
が
届
か
ぬ『
太
平
記』
の
分
析
が
興
味
深
かっ
た 。
四・

三
は 、
す
で
に
諸
氏
の
研
究
が
あ
る
中
で
の
天
草
版
『
平
家
物
語」
の
「
う

ず」
へ
の
言
及
で
あ
り 、
「
狂
言
記」
の
分
析
を
も
加
え
て 、
こ
の
問
題
に
関

す
る
現
時
点
で
の
整
理
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る 。
後
学に
とっ
て
も
親
切

な
章
節
と
なっ
て
い
る
が 、
mm
頁
第二
表
に
お
け
る
終
止
形
と
連
体
形
を
分

割
す
る
縦
線
が一
枠
分
右
に
来
て
い
る
た
め 、
初
心
者
の
中
に
は
混
乱
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る 。
初
出
論
文
に
あ
た
れ
ば
解
決
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
が 、

「
終
止
形
う
/
う
ず
/
う
ず
る」
と「
連
体
形
う
/
う
ず
る」
が
分
割
さ

れ
る
の
が
正
し
い
姿
で
あ
る 。
校
正
の
難
し
さ
を
思
う 。

同
じ
く

四・
三
の
こ
と
で
あ
る
が 、
『
狂
言
記
拾
遺」
の
「
う
ず」
を
解
釈

さ
れ
て 、

「
僧
の
言
葉
に
は
多
く
見
ら
れ 、
以
下
連
体
形
の
例
で
あ
る
が 、

O
さ
ら
は
立
越
と
む
ら
ふ
て
と
を
ら
ふ
す
る
に
て
候 。
・:

た
の
み
申
そ
す

る
に
て
候(
通
円)



と
見
え
る 。

こ
の
僧
は
坂
東
の
僧
で
あ
る
が 、

用
例
前
半
の
表
現
は
別
の

曲
で
は

O
さ
あ
ら
は
き
ゃ
く
ゑ
ん
(
逆
縁)

な
か
ら
と
む
ら
ふ
て
通
ふ
す
る
に
て
候
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(
祐
善)

と
あ
り 、

こ
れ
は
若
狭
の
僧
で
あ
る 。

多
少
の
違
い
は
あ
る
が
同
様
の
文

句
は
「
楽
阿
弥」
(
東
国
の
僧) 、
「
蛸」
(
筑
紫
の
僧) 、
「
双
六
僧」
(
東
国
の

僧)
に
見
ら
れ
る 。

僧 、

就
中
地
方
の
僧
の
言
葉
に
集
中
し 、

し
か
も
固
定

的
な
表
現
で
あ
る 。

丁
重
な
言
葉
遣
い
を
す
る
僧
と 、

そ
の
象
徴
的
な
地

方
の
僧
の
言
葉
を
特
徴
的
に
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
」
(
湖
頁)

と
記
さ
れ
る
が 、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か

。
「
通
円」
「
祐
善」
「
楽
阿
弥」
「
蛸」

な
ど
は 、

大
蔵
流
の
大
蔵
虎
明
本
狂
言
で
も
大
蔵
虎
寛
本
狂
言
で
も 、

ま
た

異
流
の
和
泉
流
「
狂
言
六
義」

で
も 、

候
体
の
間
狂
言
風
の
文
体
を
と
っ
て

い
る
も
の
で 、

用
語
と
し
て 、
「
間」
「
う
ず
る
」
「
候」
を
固
定
的
に
使
用
し

て 、

幽
玄
能
を
真
似
た
滑
稽
感
を
ね
ら
っ
た
曲
目
と
な
っ
て
い
る 。

だ
と
し

た
ら 、

文
体
・

曲
調
の
問
題
と
し
て
処
理
し
た
方
が
安
全
で
あ
ろ
う 。

第
五
章
は 、

終
助
詞
「
か
し
」
の
用
法
を
中
心
に 、
『
太
平
記」
・

『
太
平
記』

•

•

•

 

以
前
の
諸
作
品
・

天
草
版
『
平
家
物
語」
・

「
イ
ソ
ポ
物
語」
・

国
字
本
『
伊
曽

•

•

 

保
物一訪問』
・

「
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業』
・

『
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
・

ム
ン
ヂ
』

な
ど
を

分
析
し
た
も
の
で
あ
り 、

表
現
論
的
考
察
も
随
所
に
導
入
さ
れ
て
お
り
有
益

な
一

章
と
な
っ
て
い
る 。

た
だ 、

五・
一

の
タ
イ
ト

ル
が
示
す
よ
う
に 、
「
希

求・
懇
請
の
言
い
方
」

が
対
象
と
さ
れ 、

第
一

表
(
古
本
説
話
集・
保
元
物
語・

平
治
物
語
・

宇
治
拾
遺
物
語
・

平
家
物
諮
・

沙
石
佐木
・

徒
然
草
・
曽
我
物
語
・

太
平

記
・

精
鋭
・

義
経
記
の
調
究
結
果
を
載
せ
る)

に
お
け
る
「
会
話
文
に
お
け
る
ぞ

か
し」

の
用
例
が
看
過
で
き
ぬ
多
さ
を
示
し
て
い
る
文
献
が
あ
る
に
か
か
わ

ら
ず 、

論
述
上
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
場
が
な
い

。

五
・

ニ
・

お
わ
り
に
に
は 、

・
印
を
付
し
た
文
献
の
調
査
結
果
が
示
さ
れ 、

「「
WFU
が
じ

〕
。

の
艇
肝
は い
た
.訴

に
限
ら
れ
て
い
る
が 、

そ
の
有
無
を
別
に
す
る
と 、

用
い
ら
れ
方
の
特
徴
は

口
語
文
で
あ
る
か 、

或
い
は
文
語
文
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
事
が
分
か
る
」
(
川
頁)

の
ご
と
く 、

や
は
り
点
線
部
で
軽
く

触
れ
る

に
と
ど
ま
る 。

終
助
詞
「
ぞ」

と
の
絡
み
で
「
ぞ
か
し
」

の
文
体
的
系
譜
を

平
安
末
期
1

現
代
ま
で
追
っ
た
評
者
(
武
蔵
野
書
院
刊
『
中
世
の
こ
と
ば
と
資

料』

I・
第
五
章
1

第
六
章
参
照)

と
し
て
は 、

敬
意
あ
る
い
は
発
話
者
か
ら
受

手
へ
の
身
分
差
な
ど 、

終
助
詞
「
か
し
」

の
総
体
か
ら
教
示
を
得
た
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
残
る 。

五
・

=一
は 、

中
止
法
的
に
用
い
ら
れ
る
助
詞
「
し」

に
つ
い
て
論
じ 、

幸

若
舞
曲
・

古
浄
瑠
璃
を
駆
使
し
斬
新
で
あ
る 。

* 

第
六
章
は 、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
漢
語
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る 。

ま
ず
六
・

一

は 、
「
『
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
・

ム
ン
ヂ」

の
漢
語」

と
し
て 、

同
書

(
ロ
ー

マ
字
本)
お
よ
び
国
字
本
「
こ
ん
て
む
っ
す
む
ん
地』
の
漢
語
を
比
較
考

察
し
た
も
の
で 、
「
国
字
本
の
特
定
の
語
と
対
応
し
て
い
る
ロ
ー

マ
字
本
の
漢

語
は
異
な
り
語
数
七
六
七
語」
(
如
頁)

と
し 、

対
応
の
し
か
た
に
よ
っ
て
四

分
類
さ
れ 、

第
一

表・
第
二
表
や
資
料
1
1

資
料
9
が
生
み
出
さ
れ
て
ゆ
く 。

ロ
ー

マ
字
本
と
国
字
本
の
本
文
対
照
作
業
だ
け
で
も
労
が
多
い
の
に 、

そ

れ
を
識
別
能
力
の
高
い
分
類
に
あ
て
が
わ
れ 、

資
料
1
1
9
に
整
理
・

表
示
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さ
れ
た
こ
と
は 、
こ
の
資
料を
基
礎
デ
ー

タ
と
し
て
使
用
す
る
者
に
とっ
て 、

あ
り
が
た
い
限
り
で
あ
る 。
た
と
え 、
す
ぐ
に
こ
の
資
料を
基
に
云
々
す
る

必
要
が
な
く
と
も 、
資
料1
1
9
を
読
ん
で
い
け
ば 、
漢
語
に
対
す
る
や
わ

ら
げ
と
し
て
の
和
語
の
あ
り
さ
ま 、
難
解
な
漢
語
と
や
さ
し
い
漢
語 、
漢
語

間
の
類
義
語
の
関
係 、
和
語
間
の
類
義
語
の
関
係
が
見
通
せ
て 、
面
白い 。

た
だ
し 、
全
て
が
数
量
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で 、
一
つ一
つ
の
対
照
は 、

自
力
で
ロ
ー

マ
字
本・
国
字
本
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

資
料7
は 、
《
両
本
共
通
の
語
形
で
対
応
し
て
い
る
他
に 、
ロ
ー

マ
字
本
が

共
通
の
語
形
|

国
字
本
が
和
語
の
対
応
が
あ
る
も
のV
七
四
語
に
つ
い
て

の
詳
細
表
で
あ
る 。
こ
の
う
ち 、
[
ジュ
ミ
ャ
ウ(1)
|い

の
ち(日)]
を

と
り
あ
げ
た
い 。
凡
例
に
よ
る
と 、
「[
]
内
は「
両
本
共
通
の
語
形
と
用
例

数」
|「

共
通
語
形
に
対
応
す
る
国
字
本
の
語
形
と
用
例
数」」
で
あ
る 。
評

者
は 、
こ
の
全
て
の
対
応
に
当
たっ
た
わ
け
で
は
な
い
が 、
た
ま
た
ま 、
「
キ

リ
シ
タ
ン
文
学
の
心
と
こ
と
ば
||『こ
んて
む
っ
す
む
ん
地」
巻一
の
第
二
こより」

いのち

(「
国
文
学ノ
l
卜

=
二
号
平
成六
年三
月)
に
お
い
て 、
「
たy
命
の
ひ
か
り
じゅみやう

を
も
っ
べ
し」
と
い
う
国
字
本
に
対
す
る
ロ
ー

マ
字
本
の
本
文「
た
だ
寿
命

ひかり
も

の
光
を
持つ
ぺ
し」
を
問
題
と
し
た 。
「FC5
2〈芹印」
の
直
訳
と
し
て 、

いのち

ロ
ー

マ
字
本
は
「
寿
命
の
光」
と
し 、
国
字
本
が
「
命
の
ひ
か
り」
と
し
て

やわ

い
る
こ
と
に
対
し
て 、
単
な
る
か

和
ら
げ。
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く 、

語
史
的
現
状
や
言
語
文
化
を
加
味
し
た
表
現
論
の
立
場
か
ら 、
複
層
的
に
解

釈
し
よ
う
と
努
め
て
い
る 。

同
じ
く
資
料
7
に
収
ま
る
[
カ
ン
ミ(
げ)
|

む
つ
ま
し
(1)・
ふ
か
し

に
対
し
て
も 、
「
天
の
甘
味・
甘
露・
値
遇・
ひ
と
し
く
||『こんて

評) r�リfとン?12中世国語の研究j〔書

(1)]
 

平
成
十一
年
十
月)
に
お

い
て 、
甘
味・
甘
露
に
こ
め
る
キ
リ
シ
タ
ン
的
意
味
合い
が
作
品
に
よっ
て

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に 、
『コ
ン
テ
ム
ツ
ス・
ム
ン
ヂ』
「こ
ん
で
む
っ
す
む
ん
地』

の
漢
語
は 、
む
し
ろ 、
内
面
的
な
問
題を
多
く

含
有
す
る 。
し
か
し 、
評
者

の
よ
う
な
や
り
方
だ
と 、
と
も
す
れ
ば 、
全
体
像
を
見
失
う 。
そ
こ
で 、
こ

れ
か
ら
は
本
書
を
大
い
に
活
用
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る 。

六・
ニ
は 、
天
草
版
「
平
家
物
語」
と
原
拠
本
の
漢
語
に
つ
き 、
統
計
的

処
理
を
済
ま
せ
た
の
ち 、
付
表
と
し
て 、
「
天
草
版「
平
家
物
語』
と
原
拠
本

と
の
漢
語
対
応
表」
が
ロ
頁
に
わ
たっ
て
示
さ
れ
て
い
る 。
対
応
の
し
か
た

に
よっ
て
四
分
類
さ
れ
た
上
で 、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
配
列 、
か
つ
用
例
数
も
示

さ
れ
て
い
る
の
で 、
資
料
活
用
性
が
き
わ
め
て
高い 。
本
節
で
は 、
大
枠
を

掴
む
こ
と
が
先
決
で
あ
り 、
対
応
の
細
か
い
背
景
等
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
い 。
た
と
え
ば 、
天
草
版
『
平
家
物
語』
の
「
不
審」
に
つ

い
て 、
原
拠
本
と
対
照
さ
せ
た
際 、
原
拠
本
の
和
語「
お
も
は
ず
げ」
「
ふ
し

ぎ
さ
よ」
「い
ぶ
せ
き」
を
「
不
審」
を
含
む
表
現
に
変
え
た
口
訳
者ハ
ピ
ア

ン
の
言
語
感
覚
に
こ
そ 、
鎌
倉
時
代
の「
不
審」
と
室
町
末
期
の
「
不
審」

と
の
表
現
差
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る 。

お
そ
ら
く 、

著
者
に
あっ
て
も 、
次
な
る
段
階
と
し
て 、
こ
の
よ
う
な
内

面
化
は
用
意
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で 、
そ
の
日
を
心
待
ち
に
す
る
こ
と
に

し
た
い 。

本
書
は 、
こ
の
の
ち 、
第
七
章
を
もっ
て
終
了
す
る 。
第
七
章
は 、
ニ・

一
同
様 、
鎌
倉
時
代
語
資
料
に
も
精
通
し
た
著
者
の
独
壇
場
で
あ
る 。
調
査

む
っ
す
む
ん
地』
の
用
語
よ
り」
(『
近
代
語
研
究』
第
十
集



ポ
イ
ン
ト

の
設
定
の
手
際
よ
さ
と
論
述
の
簡
潔
さ
に 、
学ぶ
と
こ
ろ
大
で
あ

ヲG 。以
上 、
評
者
の
関
わ
る
分
野
を
小
窓
に
し
て 、
読
め
ば
読
む
ほ
ど
有
益
で

奥
行
き
の
あ
る
本
書
を
覗
き
見
し
た
メ
モ
を
元
に
記
し
た章一日
評
を
閉
じ
る
こ

と
に
し
よ
う 。
一
・

一
に
は
広
大
蔵
の
写
本
が
活
用
さ
れ
て
い
た 。
ま
た 、

「
あ
と
が
き」
に
は 、
土
井
忠
生
博
士
か
ら
森
田
武
博
士
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ 、
菅
原
氏
を
は
じ
め
と
す
る
「
第
三
世
代」
に
継
承
さ
れ
た
「
キ
リ
シ
タ

ン
資
料
を
研
究
す
る」
伝
統
に
対
す
る
自
覚
と
抱
負
が
記
さ
れ
て
お
り 、
心

を
打つ 。
成
果
と
し
て
の
本
書
を
通
し
て 、
広
島
大
学
で
育
ま
れ
た
学
問
の

種
が 、
さ
ら
に
広
く
流
布
し 、
多
く
の
実
を
新
し
く
結
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た

(
二
O
O
O
年
六
月
三
O
日
発
行
武
蔵
野
書
院
刊

本
体
価
格一
五
O
O
O
円)

A
5

判
四
六
四
ぺ

ー
ジ

ーーー
成
城
大
学
短
期
大
学
部
教
授
||

(
二
O
O一
年
六
月
二一
日
受
理
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